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交換動態の無侵聾的，より構造的測定・解析試行
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フロックダイアグラムを図2に示す.人工日手汲器と並列

にバッグインボックスをおき，フローメーター，質量分

析計による， VE， V02， V∞，PE02， PE∞，測定中に20-

30秒ガス回路をパッグインボックスに切り替え， C2Hz， 

C160， Ar， O2， NU，昆合カ'スを再日事吸させる.この時の呼

吸気渡度変化とハヅグ気量より上記昭吸気循環因子を同

時に測定する.測定・解析表示は自動的に行われる.

測定結果:ICU観察下の患者7名について測定結果を表1

に示す.人工呼吸下の測定は意識呼吸下の測定よりむし

ろ，安定て、あった.

考察本法によるQc測定 (X)を勲希釈法による心狛出

量測定 (y)と比較検証した結果は，健常者，肺気腫患

者，肺繊維症について，それぞれ

i 1.040X + 0.022 r= 0.944 Pく0.01

Y L090X + 0.228 r= 0.757 P <0.01 

Y 0.524X + 2.330 r= 0.731 Pく0.05てあッた.

ここでQcは肺飽ガスと会合した有効腕血流であって，

シャシトの部分だけ心t白出量より小さくなることが考え

られる.Qc. D LCOについては，熱希釈i去との同時測定

による差異そのものも.病態F!?緬に有益な情報を与える

緒言 C:H_，C O. Ar • 0:， N:混合カ'スを日手汲させ

る時，それぞれのガス種の呼吸知農度変化は固有の生理

的情報と.生理的反応を反映する.この呼吸気濃度・パ

ターンの解析によって，換気VE，肺血流ゐc，証書士能力

DLα) .カeス交換VOe，VC02. PA02，PaO:及び，PACO:. 

Pa∞2. A-aDO: (VOL/L2DLCO) ，Ca02-C刊』
(=VO:/Qc)，肺組織量Qtなどの因子を同時に見積

もる事が出来る.これによって肺胞ガス交換，心肺系の

ガス給送動態を情造的に測定，解析する事が出来る.

方法: 呼吸法として，閉回路明及，いわゆる再呼吸法

と開回路を範行した.前者はハヅグに一定気量のテスト

ガスを取り，これを繰り返し呼吸させ，後者は通常呼級

気と同じO:i農度のテストガスを開放ガス回路で日事汲させ

る新しく試みた方法てある.それぞれの日剃及法による呼

吸気減度変化のパターンを図 1a. b に示す.QC，Qtの

測定に関しぼ志向じ結果を得る.いずれの日刊及法におい

ても，測定・解析はC2H2.C i~Oの背圧を O と見なせる短

時間に行われなければならない.本研究においては，人

工呼吸中の患者に対し，特!:再呼吸J去を応用して，上記

呼吸因子の循環因子の測定を実行した.測定システムの
(%) 

ものと思われる.
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